
令和３年度 学校評価実施報告書 

幼稚園名（竹田幼稚園） 

教育目標 

未来を 心豊かにたくましく生きる子どもの育成

年度末の最終評価 

自

己

評

価

教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し 

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策 

学校関係者評価の評価日・評価者 

評価日 評価者

中間評価 令和 3年 9月 2日 運営協議会理事 

最終評価

（１）幼稚園教育（保育の改善・充実）について   

具体的な取組

・子ども自らが環境にかかわり，遊びが進められるような，教材の選択，配置の仕方を考え、一緒

に遊びながら子どもとともに環境を構成する。

・子どもの興味関心を把握し、遊びを広げ深められるような環境構成と教師の援助について、保育や

エピソードを通して研修する。 

（取組結果を検証する）各種指標

・子どもが主体的に活動し，豊かな学びが経験できるための教師の援助や環境構成の在り方を探るこ

とを目指した，研究保育，エピソード研修の実施 

・週案を活用した子どもの実態の把握 

・個の発達に応じた関わりをするための，専門機関との連携 

・保護者アンケート項目「子どもは，夢中になって遊ぶことを通して、主体的に学ぶ力（学びに向か

う力）を身に付けていること」の回答 



中間評価

各種指標結果

・研究保育を 2回（6月，7月）実施し，1回は学校指導課の首席に指導助言いただいた。 

・担任が療育機関に出かけ，参観と懇談を 8月に 3回実施した。 

・保護者アンケート項目「子どもは，夢中になって遊ぶことを通して、主体的に学ぶ力（学びに向か

う力）を身に付けていること」の回答は，保護者は A（あてはまる）が９８％，B（ややあてはまる）

が２％，教職員は Aが７５％，Bが２５％であった。

自

己

評

価

分析（成果と課題）

・４歳児の研究保育では，ソフトクリームのイメージで泡遊びができるような環境があったり，

プリンセスごっこの場にドレスの絵本が置いてあったりして，子どもがイメージをもって遊べる

ような環境構成が行われていた。3歳児の研究保育では，生活習慣が身についていて，自分で服

の着替えをする姿が見られ，友達への意識もあり，ブランコや泡の遊びで友達と関わりを楽しん

でいた。教師が，友達の姿を伝える声掛けをよくしていた。 

・療育での懇談で，療育での姿や個別に関わるときの配慮について共有した。 

・アンケートで，98％の保護者は子どもたちがよく遊び，学んでいると答えているが，教職員は

まだ十分ではないと答えている。

分析を踏まえた取組の改善

・子どものイメージに合った環境，やってみたいと思える環境づくりを行い，友達との関わりが

盛んになるようにしたい。 

・一人一人の課題やその援助について知るために，専門機関との連携を継続したい。 

・もっと環境構成を工夫して遊びが充実するようにした。子どもたちが何に気づき学んでいる 

か，遊びの様子を見て，引き続き子どもの育ちを家庭に発信していきたい。

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標

・子どもが主体的に活動し，豊かな学びが経験できるための教師の援助や環境構成の在り方を探

ることを目指した，研究保育，エピソード研修の実施（小学校への公開保育，研究部会でのエピ

ソード研修の実施） 

・週案を活用した子どもの実態の把握 

・個の発達に応じた関わりをするための，専門機関との連携や園内研修の実施 

・保護者アンケート項目「子どもは，夢中になって遊ぶことを通して、主体的に学ぶ力（学びに

向かう力）を身に付けていること」の回答

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

・子どもたちが「手の込んだ」遊びをしている。子どものイメージがあふれ，つくるものがおも

しろいと思う。これからも子どもの発想があふれ，いきいきと園での遊びが楽しめるようにして

ほしい。

最終評価

（中間評価時に設定した）各種指標結果

自

己
分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題



評

価
分析を踏まえた取組の改善

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

（２）幼小連携・接続に関して 

具体的な取組 

・保幼小交流の年間計画を立てて実施し，子どもの姿の変容を確認する。 

・オンラインやＤＶＤを活用し，学校の様子や保育所の友達の様子を知る機会を作る。 

・小学校の人権教育を視点にした授業を参観したり，幼稚園の公開保育や普段の遊びの様子を小学校

教員に見てもらい，互いの教育について理解する。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・公開保育，授業参観，幼小の教育についての研修会の実施回数 

・交流活動の内容の工夫 

・保護者アンケート項目「園は，小学校への円滑な接続に向けての取組を進めていること」の回答 

中間評価

各種指標結果

・教員の交流を含めた年間計画を策定し，実施している。 

・幼稚園の公開保育を小学校の教員に見てもらって，感想を聞いたり，幼稚園の教員が小学校の模擬

授業を参観したりした。

自

己

評

価

分析（成果と課題）

・教員の研修は３回行い，感染が収まったころに子どもが交流できないかと考えている。 

・幼稚園の環境構成が丁寧で，小学校でも取り入れたいという意見が複数あった。小学校の授業

では，子どもに資料を提示するタイミングや出し方について話し合われていた。

分析を踏まえた取組の改善

・コロナ禍でも可能な，例えば DVD での交流など保幼小の子どもの交流の方法を検討したい。

・違う校種の授業や保育を見ることで，そのアイデアを取り入れたり，自分のやり方を振返った

りして，自身の力量の向上につなげたい。

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標

・小学校の授業参観，幼稚園の公開保育の参観を行った回数

・教員の研修が，互いを理解しあうという視点に立った内容になっているかどうか。

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

コロナ感染が収まったころに，実際に交流出来たらうれしい。学校に行く前に顔を知っているの

は，進学時の安心感につながる。

最終評価



（中間評価時に設定した）各種指標結果

自

己

評

価

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題

分析を踏まえた取組の改善

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

（３）預かり保育に関して 

具体的な取組 

・子どもの実態や興味に応じた遊具を選び，継続して遊べるようにする。 

・預かり保育の記録を園長や担任が共有し，子どもの姿を把握する。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・預かり保育の参加率  

・預かり保育記録の週に１回の共有  

・アンケート項目「園は，安心・安全な預かり保育の運営を行っていること」の回答 

中間評価

各種指標結果

・預かり保育の参加率は曜日によって変動があり，少ない水曜日は約１０％，多い木曜日・火曜日は

５０％以上の利用がある。 

・預かり保育の記録を園長は週に 1回見ている。 

・アンケート項目「園は，安心・安全な預かり保育の運営を行っていること」の回答は A（あてはま

る）が９２％，B（ややあてはまる）が８％であった。

自

己

評

価

分析（成果と課題）

・預かり保育を利用の仕方の傾向がわかったので，シフトや遊具について考え，より安心して利

用してもらえるようにする。また，個別に支援の必要な子どもが参加するときの，安全確保が課

題である。 

・アンケートより，ほぼ全員の保護者が安心して預かり保育を利用できると感じていることが分

かった。

分析を踏まえた取組の改善

・参加者の多い曜日に学生ボランティアをつけたり，遊具の種類を増やしたりして，親子とも安

心して参加できるようにしたい。

・記録に目を通すだけでなく，保育に生かせるように，子どもの姿や遊びの様子を園長から担任

へ伝える。

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標

・預かり保育の参加率  



・預かり保育記録の園内研修時などに共有  

・アンケート項目「園は，安心・安全な預かり保育の運営を行っていること」の回答

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

・預かり保育が定着し，長く園で友達と遊びたい子どもの気持ちが満たされている。

最終評価

（中間評価時に設定した）各種指標結果

自

己

評

価

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題

分析を踏まえた取組の改善

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

（４）子育ての支援に関して

具体的な取組 

・園長や担任が登降園時やほっこり子育てひろばなどで，具体的な子どもの姿について話したり，

保護者の困りを把握したりする。  

・地域の児童館，保育所と保護者や子どもの実態などの情報を交換する「ぐんぐん会議」を行い，

地域の実態に即した支援を行う。 

・「うさぎ組」「めだか組」で，未就園児保護者同士の交流を図るとともに，園児や教員の様子，園

の環境を見てもらい，幼児期に大切なことを発信する。 

・「親子で絵本」(読書ノート)の活用 

（取組結果を検証する）各種指標 

・ほっこり子育てひろばの実施回数と参加者数 

・「ぐんぐん会議」の実施回数とその内容 

・「うさぎ組」「めだか組」の参加人数 

・保護者アンケート項目「園は，保護者の子育て支援の充実を図っていること」，「園では読書活動

の推進に向け，親子読書をすすめていること」の回答 

中間評価

各種指標結果

・ほっこり子育てひろばは時間と内容を短縮して，3回実施，参加者は毎回 4名であった。 

・「ぐんぐん会議」は 6月に 1回実施し，12月の「ぐんぐん広場」の取組について話し合った。 

・「うさぎ組」「めだか組」の登録者数は両方 13人，参加者数は 3組～10組であった。 

・保護者アンケート項目「園は，保護者の子育て支援の充実を図っていること」の回答は Aが８８％，



B が１２％，「園では読書活動の推進に向け，親子読書をすすめていること」の保護者の回答は Aが９

０％，B が１０％であった。一方，教職員の回答は A が５８％，B が４２％で保護者の回答と違いが

見られた。

自

己

評

価

分析（成果と課題）

・「ぐんぐん広場」を地域の児童館，保育所と運営することで，地域への理解が進んだ。 

・「うさぎ組」「めだか組」の登録者数が伸び悩んでいる。参加する親子が定着し，親同士のコミ

ュニケーションが図れている。 

・保護者アンケート「園では読書活動の推進に向け，親子読書をすすめていること」の回答が，

保護者より教職員の方が厳しい回答であったのは，もっと親子での絵本の読み聞かせを楽しんで

ほしいと願っているからであると思われる。

分析を踏まえた取組の改善

・地域の機関と連携し，子どもの実態をつかみたい。

・「うさぎ組」「めだか組」の登録者数を増やすために，PTA や在園児保護者にも働きかける。

・親子読み聞かせは，親の肉声で美しい言葉を聞き，絵を見ることができる大事な，幼児期のか

かわりの一つであることを保護者に知らせていきたい。

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標

・ほっこり子育てひろばの実施回数と参加者数 

・「ぐんぐん会議」の内容 

・「うさぎ組」「めだか組」の参加人数 

・保護者アンケート項目「園は，保護者の子育て支援の充実を図っていること」，「園では読書活

動の推進に向け，親子読書をすすめていること」の回答

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

・近くに未就園児が引っ越して来たら，竹田幼稚園に「うさぎ組」「めだか組」があることを知

らせたいと思う。

最終評価

（中間評価時に設定した）各種指標結果

自

己

評

価

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題

分析を踏まえた取組の改善

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

（５）地域とのかかわり（社会に開かれた教育課程）に関して



具体的な取組 

・地域の会で幼稚園の教育方針や教育課程について発信する。 

・学校運営協議会理事に，運動会など行事の子どもの姿を見ていただいたり，学校評価の結果につ

いて発信したりして，理事の意見をもとに教育課程の見直しを行う。 

・「お茶会」など地域の方々の力を借りて，子どもが豊かな経験ができるようにする。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・地域の会に出席し，教育方針や教育課程の簡単な資料を配布し，発信する。 

・園行事や地域との交流，学校評価についての学校運営協議会での意見 

・保護者アンケート項目「園は，地域と連携した取組を進めていること」の回答 

中間評価

各種指標結果

・地域との交流が実施できていないので，学校評価の結果を配布し，園の様子を知らせた。 

・保護者アンケート項目「園は，地域と連携した取組を進めていること」の回答は，A（あてはまる）

６５％，B（ややあてはまる）３３％，C（あまりあてはまらない）2%であった。

自

己

評

価

分析（成果と課題）

・アンケートの結果は，肯定的な評価が多いものの，交流実施のための地域の理解が必要である。

分析を踏まえた取組の改善

・コロナ禍でも実施できる方法を考え，地域に理解を図りたい。

・11 月に今年度初めての地域の会があるので，教育方針について説明したい。

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標

・地域の会に出席し，教育方針や教育課程の簡単な資料を配布し，発信する。 

・園行事や地域との交流，学校評価についての学校運営協議会での意見 

・保護者アンケート項目「園は，地域と連携した取組を進めていること」の回答

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

・地域の行事もコロナ禍でも工夫してできるようにしてほしい。

最終評価

（中間評価時に設定した）各種指標結果

自

己

評

価

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題

分析を踏まえた取組の改善

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策



（６）教職員の働き方改革について 

重点目標

教員が見通しを持って仕事をし，個々の教員の生活の質を高める。

具体的な取組

・担任会を持ち，一か月単位で保育の流れや見通しを把握する。

・教頭，教員が休業期間中に年休を昨年より 1 日以上多く取得する。

（取組結果を検証する）各種指標

・担任会の開催回数と所要時間

・教頭，教員の年休取得日数

中間評価

各種指標結果

・担任会は月 1回，1時間ほどで行った。 

・夏季休業中の年休取得日数は 3日～7日であった。

自

己

評

価

分析（成果と課題）

・担任会で 1か月，または運動会など大きな行事の見通しを立てることができたとともに，行事

予定の職員会も短時間で行うことができた。 

・夏季休業中の年休取得日数は，昨年度は２．５日～5日で，比べると今年度の方が多く取得で

きた。

分析を踏まえた取組の改善

・月 1 回の担任会を継続する。

・日々の時間外勤務の削減に努めたい。

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標

・担任会の開催回数と所要時間

・教頭，教員の時間外勤務

学

校

関

係

者

評

価

学校関係者による意見・支援策

・子どもと遊ぶという大変な仕事で，感謝している。緊急時以外の電話も 5時以降は控えたい。

最終評価

（中間評価時に設定した）各種指標結果

自

己

評

価

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題

分析を踏まえた取組の改善

学

校

関

係

者

学校関係者による意見・支援策



評

価


